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体育館 Ｄ棟

Ｅ棟

Ｇ棟

Ｋ棟

Ｍ棟

Ｈ棟

Ｌ棟

Ｎ棟

Ｏ棟

グラウンド

Ｑ棟

Ｆ棟

Ｔ棟

正門

・オープニングセレモニー

・マスコットキャラクターノミネート作品紹介・入賞者表彰式
・ダンス（常磐大学・短期大学 Boogie Train）
・ウズベキスタン舞踊＆トークショー（常磐大学卒業生）
・プチ抽選会
・フラダンス（プメハナ・フラ＆タヒチアンダンススタジオ）
・マスコットキャラクター投票結果発表
・大抽選会・フィナーレ

・高校体操部による体操演技 

・高校男子バスケットボール部親善試合

 （常磐大学高等学校）

・常磐大学幼稚園園児の発表
・智学館中等教育学校生徒の発表
・学内横断  常磐クイズ！
（常磐大学・短期大学教員）

・ヨーヨーつり
・スーパーボールすくい
・キャラクター貯金箱すくい
・プカプカ金魚すくい
・ジャンボスライダー
・ストラックアウト　　　

・おまつりけん販売所
・かき氷・ドリンク

バルーンアート
(Balloon Shop PaPa Meilland)

チキンカレー
（OH!  BRAVO!）

ちゃあしゅうバーガー・アイスコルネット
（水戸ちゃあしゅうバーガー）

タコライス・タコス
（TACO RICE FACTORY）

クレープ
（crepe shop Sunny’s）

ミト（水戸）ソーススパゲッティ
常磐大学ファームカレー

エコブース

オークション

マグロ丼（那珂湊直送）

産直野菜販売
（茨城県立農業大学校）

ビスケット・スコーン
（ハチバスきくや）

かき氷・ドリンク
（教職員）

手作りパン販売
（水戸市知的障害者就労支援施設みのり）

焼鳥（やきとり竜鳳）

フリーマーケット

・教員メッセージ
・卒業生メッセージ
・懐かしの品々

救護室・授乳室
・総合案内

 
（パンフ・投票用紙・リストバンド）配布
・マスコットキャラクター投票所

北関東マツダ展示スペース
抽選会（景品：自動車）申込所

屋外ステージ

：七夕かざり

・バルーンリリース

総合案内

体育館

屋内ステージ

こども縁日広場

卒業生交流ブース  

こども縁日広場

雨天のため
L棟にて実施

”Ｋコン” ピアノコンサート
（常磐大学教員）

 ]

（教職員）

（学生）

（教職員・学生）

常磐大学・常磐短期大学　学長  森　征一

ALL TOKIWA DAY 2012

七夕フェスティバル

EVENT MAP

ALL TOKIWA DAY 2012 七夕フェスティバル  実行委員会 委員長
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常磐大学と皆さまの輝かしい未来に向かって
本学は、1909年この水戸の地に私塾を開学して以来、今年で103年を迎えました。幼稚園、中等教育学校、高等

学校、短期大学、大学、大学院を擁する総合的な教育機関へと発展できましたのは、ひとえに多くの卒業生や地域

の方々のご支援があったからこそと考えております。今回の七夕フェスティバルは、その感謝を込め、すべてのス

テークホルダーとの絆を深めるために開催いたしました。職員や園児、生徒、学生が力を合わせ、時間をかけて準

備した成果をお楽しみいただけたことと思います。また、本学の新しい顔となるマスコットキャラクターも、参加者

の皆さまの投票によって決定されました。今後、ホームページやFacebook、Twitterなどでの活躍にご期待くだ

さい。悪天候にもかかわらずお越しくださった皆さま、ありがとうございました。心から感謝申し上げます。

オールトキワ初のイベント
思いをひとつにつなぐ七夕の日。
7月7日に開催された「ALL TOKIWA DAY 2012 七夕フェスティバル」。
本学初めての試みは、あいにくの雨模様にもかかわらず、大盛況となりました。
当日の様子を振り返りながら、それぞれが込めた思いも含めてご紹介します。



広
が
る
人
の
輪
、深
ま
る
地
域
と
の
連
携
。

在
学
生
・
卒
業
生
・
保
護
者
・
教
職
員
が
力
を
合
わ
せ
、深
ま
る
地
域
と
の
つ
な
が
り
。

オープニングセレモニーではバルーンリリースが行われ
ました。色とりどりのバルーンが、それぞれの七夕の願い
をのせて空高く舞い上がりました。

開始前から行列ができるほど注目のフリーマーケッ
ト。収益154,586円はすべて、茨城県の震災復興
事業に寄付させていただきました。皆さまご協力あ
りがとうございました。

本学の卒業生でもある芳賀裕子さんの「ウズベキスタン舞踊」。シルクロードの中継地として栄えたウズベキスタンの踊りは、くるくる
と回るステップに合わせて、長い三つ編みとゆったりとした衣装が揺れるさまがとても優雅。ステージ後のトークでは、同じく卒業生
である司会の奥山さんと学生時代を振り返り、イベントの企画・運営について学んだことが卒業後の活動に役立ったと語ってください
ました。今後はダンスに限らずウズベキスタンのまだ知られていない魅力を伝えていきたいと語る芳賀さんでした。

●　

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
ダ
ン
ス

水戸市知的障害者就労支援施設「みのり」
の皆さんによる手作り、無添加のパン。どれ
も昔懐かしいおいしさで、あっという間に売
り切れでした。

●　

手
作
り
パ
ン
販
売

●　

バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス

芳賀裕子さん  コミュニティ振興学部2005年3月卒業
大学卒業後、単身ウズベキスタン共和国に渡り、現地の舞踊団『Bukharacha』に入団。帰国後は数多くのイベ
ントに出演しながら、インストラクターとしてウズベキスタン舞踊の普及に努める。現在は東京都中央区でウズベ
キスタン出身のご主人とウズベキスタン料理を提供するダイニングバー『アロヒディン』を経営。

●　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
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屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
数
々
の
シ
ョ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、屋
内
ス
テ
ー
ジ
や
体
育
館
で
は
園
児
や
生
徒
・
学
生
た
ち
の
日
頃
の
成
果
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
元
B
級
グ
ル
メ
の
出
店
、県
産
野
菜
の
直
売
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、地
域
の
方
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
催
し
も
大
好
評
で
し
た
。

常磐大学の新しいマスコットキャラクター
誕生を聞きつけ、地域のキャラクターたち
が応援に駆けつけてくれました。水戸ホー
リーホックの「ホーリーくん」をはじめ、ひ
まわり大使「ナカマロちゃん」「笠間のいな
吉（R）」「ハッスル黄門」など、どのキャラ
も子どもたちの人気者。ステージだけでな
くキャンパス内のそこかしこで、子どもたち
と触れ合う姿が見られました。

「思い出を語ろう」をテーマにしたブースには、教員や卒業生
からのメッセージをはじめ、学園の歩み、制服などを展示。思い
出の写真を懐かしそうに見つめ、寄せ書きノートに思いを書き
込む卒業生の姿が見られました。

ジャンボスライダーや定番の金魚すくい、キックボウリングな
ど盛りだくさんの縁日。お手伝いしてくれたのは、ときわ祭実
行委員の方々です。

農業大学校の学生の皆さんが丹精込めて育てた野菜を販売。
作った人が売る、まさに顔の見える野菜は、朝採りたてという
こともあって飛ぶような売れ行きでした。

司会は本学卒業生の奥山幸恵さん。進行サポート役は
人間科学部コミュニケーション学科3年萩原章吾さん。
奥山さんは「こうした全学をつないでのイベントはなかなか
ほかではないこと。子どもから大人まで世代を超えた交流が
できてよかった」とコメントを寄せてくださいました。

奥山 幸恵さん  人間科学部1999年3月卒業
在学中はマスコミの授業に興味を持ち、4年次から｢FMぱ
るるん｣のボランティアスタッフとして活動。現在はラジオ
のパーソナリティを務めるほか、結婚式やお祭りなど各種イ
ベントでも司会者として幅広く活躍中。

フェスティバル開始早々、子どもたちの長い行列が続いてい
たのがバールンアートのブース。本学卒業生の佐々木美季
さんはバルーンアートの専門家で、彼女の手にかかると、色
とりどりのバルーンがアッという間に「剣」や「ハートのステ
ッキ」に変身！その鮮やかな手さばきに子どもたちは目を丸
くしていました。学生時代、海外の街に飾られたバルーンア
ートを見て、この世界を志した佐々木さん。後輩へのアドバ
イスとして、何事も目標を持って取り組み、チャレンジするこ
との大切さを語ってくださいました。

●　

七
夕
飾
り

●　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
集
合

●　

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

●　

B
級
グ
ル
メ

●　

産
直
野
菜

●　

卒
業
生
交
流
ブ
ー
ス

●　

こ
ど
も
縁
日

話題の地元B級
グルメが大集
合。フェスティバ
ルのスタートと
同時に行列がで
き、売り切れす
るお店が続出し
大盛況でした。

笠間のいな吉®

キャンパス内
のあちこちに
飾られた七夕
の笹。用意した
短冊にはたく
さんの願い事
が書き込まれ
ていました。

佐々木 美季さん  人間科学部2005年3月卒業
大学卒業後2年間、会社勤めをした後、2007年にバルーン
専門店「パパメイアン」をオープン。店舗の運営とともに、結
婚式やイベントの装飾、国際大会などのコンクールにも積極
的に挑戦している。2010年全国大会で準優勝、2011年
には世界大会にも出場した。

ALL TOKIWA DAY 2012

七夕フェスティバル

かなかか

●　

屋
外
ス
テ
ー
ジ
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マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
決
定
。

 

応
募
総
数
1
1
0
9
点
か
ら
選
ば
れ
た
、新
し
い
常
磐
の
顔
で
す
。

ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
を
基
調
に
し
た

親
し
み
や
す
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。

　

七
夕
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

の
ひ
と
つ
が
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
決

定
で
す
。
総
数
1
1
0
9
点(

一
般
応
募
は

7
7
6
点)

に
も
上
る
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、な

か
に
は
海
外
か
ら
の
応
募
も
あ
り
、予
想
以
上

の
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
終
結
果
は
七
夕
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
来
場
者

に
よ
る
当
日
投
票
に
委
ね
ら
れ
、投
票
総
数
は

1
4
0
9
票
。

　

こ
の
う
ち
の
4
割
近
い
票
を
集
め
、2
位
に

2
0
0
票
以
上
の
差
を
つ
け
て
見
事
、最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
の
が
大
阪
市
に
お
住
ま
い
の

福
添
あ
ゆ
み
さ
ん
の
作
品
で
す
。

　

こ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
今
後
、本

学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
・
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

や
、キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ッ
ズ
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
す
る
予
定
で
す
の
で
、ど

う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
募
集
に
際
し
、ご
応
募
く
だ
さ
い
ま

し
た
皆
さ
ま
に
あ
ら
た
め
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
賞
の
言
葉

大
阪
市 

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー 

福
添
あ
ゆ
み
さ
ん

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

募
集
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、応
募
し
ま
し

た
。
常
磐
大
学
の
広
報
活
動
に
役
立
ち
、幅

広
く
情
報
を
発
信
で
き
る
存
在
に
し
た
い

と
思
い
、で
き
る
だ
け
シ
ン
プ
ル
に
デ
ザ
イ

ン
を
ま
と
め
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で

も
ら
え
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
受
賞
を
き
っ
か
け
に
さ

ま
ざ
ま
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
制
作
に
励
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ご応募いただいたすべての作品から、選考委員会による一次審査を行
い、８点の作品をノミネート。その後Facebookでの投票を行い、最終候
補を4作品に絞りました。七夕フェスティバルでは、この4作品を掲示
し、来場者の皆さまの当日投票によって、最優秀賞を決定しました。

最
優
秀
賞

選考方法の流れ

選考委員会 facebook投票 当日投票
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学
科
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
生
か
し
て

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
ま
し
た
。

　

制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
見
る
人
に｢

常
磐｣

を

イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
こ
と
を
念
頭
に
お
き
ま

し
た
。
親
し
み
や
す
さ
と
、
常
磐
大
学
の
各
学

部
の
ま
と
ま
り
と
交
流
を
表
現
す
る
た
め
に
、

常
磐
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
モ
チ
ー

フ
に
、
頭
の
突
起
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の

「 

T
 
」
（
T
O
K
I
W
A
の
T
）
を
表
し

て
い
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
学
内
優
秀

賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
素
直
に
う
れ
し
い

と
思
い
ま
す
が
、
一
方
で
入
選
で
き
な
か
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
残
念
な
気
持
ち
も
あ
り

ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
機
会
が
あ
れ

ば
、
今
後
も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

W
の
受
賞
は
貴
重
な
経
験

い
い
思
い
出
に
な
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
登
場
す
る
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
な
の
で
、親
し
み
や
す
い
か
わ
い
ら
し

さ
を
意
識
し
て
描
き
ま
し
た
。
常
磐
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
の
中
で
、浮
遊
で
き
る
よ
う
に
し

た
こ
と
が
デ
ザ
イ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。こ
の

｢

と
き
に
ゃ
ん｣

に
は｢

常
磐
の
関
係
者
に
拾
わ

れ
た
猫
が
恩
返
し
を
し
た
い
と
強
く
願
っ
た
と

こ
ろ
、妖
精
が
そ
の
思
い
を
か
な
え
て
、こ
の

姿
に
し
て
く
れ
た｣

と
い
う
設
定
が
あ
り
ま

す
。学
内
優
秀
賞
だ
け
で
も
貴
重
な
経
験
な

の
に
、総
合
入
賞
と
合
わ
せ
て
W
で
受
賞
し
た

こ
と
は
高
校
生
活
の
思
い
出
に
な
り
ま
す
。

常
磐
ら
し
さ
を
表
す
た
め

ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
時
間
に
、新
し
い
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し

て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
せ
っ
か
く
の

チ
ャ
ン
ス
な
の
で
応
募
し
ま
し
た
。ア
イ
デ

ア
を
練
る
上
で
、気
を
配
っ
た
の
は
、ど
う

す
れ
ば
常
磐
ら
し
さ
を
表
現
で
き
る
か
と

い
う
こ
と
で
し
た
。ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
の
緑

を
基
調
に
全
体
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
の
は
そ

の
た
め
で
す
。
ま
た
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
な
の
で
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
よ
う
に

｢

で
き
る
だ
け
シ
ン
プ
ル
で
か
わ
い
ら
し
く｣

を
心
掛
け
ま
し
た
。
学
内
優
秀
賞
に
選
ば

れ
た
こ
と
は
今
後
の
励
み
に
な
り
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
副
賞
で

お
も
ち
ゃ
を
買
い
ま
す
。

　

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
こ
と
は
ビ
ッ
ク
リ
し

た
け
れ
ど
、う
れ
し
か
っ
た
と
お
話
し
て
く
れ

た
乃
亜
さ
ん
。モ
チ
ー
フ
は
ネ
コ
で
、た
く
さ

ん
の
ハ
ー
ト
の
模
様
と
耳
の
リ
ボ
ン
が
ポ
イ

ン
ト
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

は
幼
稚
園
の
保
育
の
時
間
に
描
い
た
た
め
、

一
緒
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
え
て
く
だ
さ
っ

た
お
母
様
も
受
賞
の
お
知
ら
せ
を
聞
い
て
初

め
て
こ
の
作
品
を
知
っ
た
と
の
こ
と
。外
遊
び

が
好
き
で
、い
ま
は
よ
く
シ
ャ
ボ
ン
玉
で
遊
ん

で
い
る
乃
亜
さ
ん
。お
う
ち
で
は
お
菓
子
作

り
を
手
伝
う
こ
と
も
多
く
、大
き
く
な
っ
た
ら

パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
り
た
い
と
七
夕
の
短
冊
に

書
き
込
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

常磐大学
人間科学部コミュニケーション学科4年

神保 勇人　　

常磐大学高等学校
3年

町田 眞子　　

智学館中等教育学校
5年

関 奈都美　　

常磐大学幼稚園
さくら組

篠田 乃亜　　

学
内
優
秀
賞
〈
大
学
・
短
大
〉

入
賞

学
内
優
秀
賞
〈
高
校
〉

学
内
優
秀
賞
〈
智
学
館
〉

学
内
優
秀
賞
〈
幼
稚
園
〉

ALL TOKIWA DAY 2012

七夕フェスティバル



フェスティバルのスタートを
告げるのは吹奏楽団。30分
たっぷりの演奏でもてなして
くれました。8月のコンクー
ルでは県大会で銀賞を受賞し
ました。

ピアノの音色を贅沢に楽しむ
ミニコンサート。
人間科学部教育学科の岡部玲子准教授によるピアノコンサ
ートは、誰もが一度は耳にしたことがある著名なピアノ曲と星
にちなんだ曲、計６曲のラインナップ。作曲者のプロフィール
紹介などもあり、入園前のお子さんからご年配の方まで、幅
広い世代の方がピアノの音色を楽しんでいました。

学生エコサポーターとエコセンター準備室が環境学習
DVD上映、地球温暖化クイズ、環境アンケート、省エネパ
ネル展示などを行いました。アンケート回答者、クイズ参
加者共に予想を超える盛況となり、環境意識の高まりを感
じました。

水戸の新名物を目指す
学長の手作りスパゲティ。
地元茨城のオリジナルの味を、常磐大学から発信したいと、学
長の秘伝の味をベースに考案したのがこの一品です。茨城が生
んだ銘柄肉である、常陸牛とローズポークを贅沢に使って、具
だくさんに仕上げた一皿は、水戸の名物にしたいという願いを
込めて「ミト（水戸）ソーススパゲティ」と名付けられました。

 教員主催の参加型
 「学内横断常磐クイズ」。
4人の教員によるクイズは3択方
式。研究分野からの出題だったた
めか、4問すべて正解した方は1
人でしたが、参加された方からは
「初めて知ったことが多かった」
「非常に興味深い内容だった」と
いう声をいただきました。

 ECOブース
 「森のラウンジ」。

オープニングを
飾る吹奏楽団の
Welcome演奏。
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幅
広
い
世
代
の
方
か
ら

拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

七
夕
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
幅
広

い
世
代
の
人
が
、
足
を
止
め
て
拍
手

を
送
っ
て
く
だ
さ
り
、
良
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。
前
日
の
7
月
6
日
に

新
人
向
け
の
ク
ラ
ブ
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
、
そ
の
練
習
と
も
重
な
っ
た
た

め
、
特
に
1
年
生
に
と
っ
て
は
準
備

が
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
無

事
ス
テ
ー
ジ
を
終
え
た
と
き
の
達
成

感
は
格
別
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
何

よ
り
自
分
た
ち
が
心
か
ら
楽
し
ん
で

踊
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
見
て
い

た
子
ど
も
た
ち
が
、
将
来
常
磐
大
学

で
ダ
ン
ス
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

常磐大学
人間科学部現代社会学科3年

倉橋 大樹 Boogie Train代表　

大
学

短
大

PICK UP

ダ
ン
ス
の
楽
し
さ
を
表
現

ブ
ギ
ー
ト
レ
イ
ン
の
ス
テ
ー
ジ
。

　

大
学
・
短
大
か
ら
は
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル   

 「
B
o
o
g
i
e
 T
r
a
i
n
」
が
出
演
。

中
学
校
で
ダ
ン
ス
が
必
修
化
さ
れ
る
な

ど
、
表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
育
て
る
と
期
待
さ
れ
る
ダ
ン
ス
。

そ
の
魅
力
を
存
分
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
く
れ

ま
し
た
。

◆　

◆　

◆　
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常磐大学高等学校3年
体操部キャプテン

郡司 幸祐　

常磐大学高等学校3年
男子バスケットボール部キャプテン

大森 樹　

「
走
る
バ
ス
ケ
」を
磨
き

全
国
ベ
ス
ト
８
を
め
ざ
す
。

　

七
夕
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
関
係

者
以
外
の
方
に
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
の
真
剣
な
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー

ル
で
き
、
し
か
も
、
そ
こ
で
勝
て
た

こ
と
は
何
よ
り
う
れ
し
い
で
す
。
キ

ャ
プ
テ
ン
と
し
て
心
掛
け
て
い
る
の

は
ミ
ス
を
引
き
ず
ら
な
い
こ
と
。
ど

う
す
れ
ば
ミ
ス
が
防
げ
た
か
、
み
ん

な
で
話
し
合
い
な
が
ら
答
え
を
見
つ

け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
予
選
は
県
3
位
で
代
表
を
逃

し
ま
し
た
が
、
冬
の
選
抜
で
は
全
国

ベ
ス
ト
8
を
目
指
し
て
、
チ
ー
ム
の

持
ち
味
で
あ
る
「
走
る
バ
ス
ケ
」
に

磨
き
を
か
け
て
い
き
ま
す
。

練
習
を
支
え
て
く
だ
さ
る

先
生
や
保
護
者
に
感
謝
。

　

最
後
に
演
技
し
た
ム
ー
ン
サ
ル
ト

は
着
地
も
き
れ
い
に
決
め
ら
れ
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
体
操
は
ほ
か

の
競
技
と
違
っ
て
、
種
目
数
が
多

く
、
ど
う
し
て
も
練
習
時
間
が
長
く

な
り
が
ち
で
す
。
平
日
で
も
夜
9
時

を
過
ぎ
る
こ
と
も
あ
り
、
先
生
や
保

護
者
の
方
の
支
え
が
あ
る
か
ら
こ
そ

続
け
ら
れ
る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
は
女
子
は
団
体

で
、
男
子
は
個
人
で
の
出
場
に
な
り

ま
す
が
、
み
ん
な
の
分
も
が
ん
ば
っ

て
決
勝
に
残
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

そ
し
て
、
見
た
人
の
記
憶
に
残
る
演

技
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ALL TOKIWA DAY 2012

七夕フェスティバル

床
を
中
心
に
、華
麗
な

演
技
を
披
露
し
た
体
操
部
。

　

選
手
に
と
っ
て
は
、
試
合
と
は
違
っ
た

緊
張
感
の
な
か
で
演
技
す
る
、
と
て
も

良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
普
段
常
磐

大
学
高
等
学
校
で
一
緒
に
練
習
し
て
い

る
小
学
生
た
ち
も
登
場
。
こ
う
し
た
次

世
代
の
選
手
育
成
も
地
域
貢
献
の
一
環

と
考
え
て
い
ま
す
。

◆　

◆　

◆　
　
　

高
校

PICK UP

神
奈
川
の
強
豪
を
迎
え
た

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
。

　

今
春
、
関
東
大
会
に
出
場
し
た
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
親
善
試
合
を

行
い
ま
し
た
。
お
招
き
し
た
ア
レ
セ
イ

ア
湘
南
高
校
は
神
奈
川
の
強
豪
。
高
さ

の
あ
る
チ
ー
ム
に
持
ち
前
の
ス
ピ
ー
ド

で
対
抗
し
、
78
対
69
で
勝
利
を
お
さ
め

ま
し
た
。

◆　

◆　

◆　
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練
習
で
培
っ
た
集
中
力
を

学
校
生
活
に
役
立
て
た
い
で
す
。

　

ハ
ン
ド
ベ
ル
は
個
人
練
習
が
で
き
な

い
た
め
、
週
に
2
時
間
程
度
の
練
習
時

間
に
集
中
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
心
掛

け
ま
し
た
。
練
習
を
重
ね
る
う
ち
に
、

休
憩
時
間
に
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
練
習

で
は
グ
ッ
と
集
中
す
る
と
い
う
メ
リ
ハ

リ
が
生
ま
れ
、
当
日
は
良
く
ま
と
ま
っ

て
演
奏
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ハ
ン
ド

ベ
ル
は
、
み
ん
な
が
心
を
合
わ
せ
な
け

れ
ば
良
い
演
奏
は
で
き
ま
せ
ん
。
発
表

を
通
し
て
学
ん
だ
集
中
力
と
力
を
合
わ
せ

る
こ
と
の
大
切
さ
を
今
後
の
学
校
生
活
に

も
役
立
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
を
信
頼
し
て
演
奏
、

音
の
響
き
を
味
わ
え
ま
し
た
。　

　

マ
リ
ン
バ
は
初
め
て
の
挑
戦
で
し

た
。
発
表
し
た
の
は
2
曲
。
く
る
み
割

り
人
形
の
な
か
か
ら
「
金
平
糖
の
踊

り
」
と
「
ロ
シ
ア
の
踊
り
ト
レ
パ
ッ

ク
」
で
す
。
「
金
平
糖
の
踊
り
」
が

ゆ
っ
た
り
し
た
リ
ズ
ム
な
の
に
対
し

て
、
「
ト
レ
パ
ッ
ク
」
は
ハ
イ
テ
ン
ポ

な
の
で
、
そ
の
切
り
替
え
に
神
経
を
集

中
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
み
ん
な

を
信
頼
し
て
演
奏
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

音
の
響
き
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
発
表
の
場
が
あ
る
と
励

み
に
な
る
の
で
、
さ
ら
に
練
習
を
重
ね

て
い
く
つ
も
り
で
す
。

誰
に
見
せ
る
の
か
を
考
え
る

良
い
機
会
を
得
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
真
面
目
に
ふ
ざ
け
よ

う
！
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
大
学
教
授

や
○
○
連
盟
会
長
と
い
っ
た
真
面
目
な

は
ず
の
人
た
ち
が
、
こ
ん
な
ふ
ざ
け
た

こ
と
を
言
っ
ち
ゃ
う
の
⁉
と
い
う
ギ

ャ
ッ
プ
の
面
白
さ
を
表
現
し
ま
し
た
。

文
化
祭
の
よ
う
に
自
校
の
生
徒
だ
け
で

な
く
、
保
護
者
の
方
や
大
学
の
先
生
な

ど
、
広
い
世
代
に
向
け
て
演
じ
る
た
め

緊
張
し
ま
し
た
が
、
誰
に
見
て
も
ら
う

の
か
を
意
識
し
て
舞
台
を
つ
く
る
と
い

う
、
新
し
い
視
点
を
得
た
こ
と
が
大
き

な
収
穫
で
す
。

智学館中等教育学校3年
ハンドベル演奏

兼松 晴輝　

智学館中等教育学校3年
マリンバ演奏

大森 美紀　

智学館中等教育学校5年
お笑い

宮内 一騎　

智
学
館

PICK UP

屋
内
ス
テ
ー
ジ
で
見
ご
た
え

聴
き
ご
た
え
の
あ
る
発
表
。

　

智
学
館
か
ら
は
ハ
ン
ド
ベ
ル
と
マ
リ
ン
バ

の
演
奏
、
そ
し
て
、
お
笑
い
ラ
イ
ブ
を
発
表

し
ま
し
た
。
新
学
期
か
ら
実
質
2
カ
月
程
度

の
練
習
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
息
の
合
っ
た
舞

台
に
会
場
は
拍
手
の
渦
で
し
た
。

10

入
園
か
ら
約
3
カ
月
の
舞
台

は
大
き
な
挑
戦
で
し
た
。

　

4
月
の
入
園
時
は
親
と
離
れ
る
こ
と

も
試
練
だ
っ
た
年
少
さ
ん
に
と
っ
て
、こ

の
時
期
の
舞
台
は
大
き
な
挑
戦
で
す
。

そ
こ
で
普
段
ク
ラ
ス
で
歌
っ
て
い
る
曲

を
選
び
、「
み
ん
な
歌
が
上
手
だ
か
ら
、

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
に
聴
か
せ
て
あ
げ

よ
う
」
と
楽
し
い
雰
囲
気
作
り
を
心
掛

け
ま
し
た
。本
番
で
は
思
っ
た
以
上
に
元

気
よ
く
発
表
で
き
、拍
手
を
浴
び
た
と

き
の
誇
ら
し
げ
な
表
情
が
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。良
い
成
長
の
機
会
を
い
た
だ

き
、12
月
の
発
表
会
が
ま
す
ま
す
楽
し

み
に
な
り
ま
し
た
。

チ
ー
ム
の
一
員
と
い
う
意
識
が

芽
生
え
た
年
中
組
。

　

年
中
組
は
い
つ
も
の
ク
ラ
ス
単
位
で

は
な
く
、学
年
を
2
つ
の
チ
ー
ム
に
分
け

て
発
表
し
ま
し
た
。「
く
ま
さ
ん
チ
ー

ム
」
と
「
お
ひ
さ
ま
キ
ラ
キ
ラ
チ
ー
ム
」

と
い
う
チ
ー
ム
名
や
振
り
付
け
も
自
分

た
ち
で
考
え
る
よ
う
に
し
た
た
め
、チ
ー

ム
の
一
員
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
、前
向

き
に
楽
し
く
準
備
が
で
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。保
護
者
の
方
か
ら
も「
楽
し
そ

う
に
歌
っ
て
い
ま
し
た
ね
」と
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
、何
よ
り
子
ど
も
た
ち
自
身

が
楽
し
ん
で
発
表
で
き
た
こ
と
に
手
応

え
を
感
じ
ま
し
た
。

頼
も
し
さ
を
感
じ
た

自
発
的
に
練
習
す
る
姿
。

　

年
長
組
は
、
園
で
一
番
大
き
な
お
兄

さ
ん
お
姉
さ
ん
ら
し
く
、
ス
ト
ー
リ
ー

性
の
あ
る
長
め
の
曲
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
と
曲
を
仕
上
げ
て
い

く
な
か
で
、
自
発
的
に
練
習
す
る
姿
勢

が
見
ら
れ
た
こ
と
に
成
長
を
感
じ
ま
し

た
。
普
段
か
ら
自
分
た
ち
の
好
き
な
遊

び
を
自
由
に
作
っ
て
き
た
こ
と
が
、
今

回
、
自
主
性
や
協
調
性
、
表
現
力
と
し

て
現
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
12
月
の

発
表
会
で
は
創
作
劇
に
挑
み
ま
す
。
今

回
の
取
り
組
み
が
自
信
と
な
っ
て
生
か

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

常磐大学幼稚園
年少組主任

江幡 裕子

常磐大学幼稚園
年中組主任

太田 郁恵

常磐大学幼稚園
年長組主任

宮内 純

幼
稚
園

PICK UP
ALL TOKIWA DAY 2012
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園
の
生
活
で
の
成
長
ぶ
り
を

ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
学
年
に
分
か
れ
て
歌
や
手
遊
び
を
発
表

し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
に
見
守
ら
れ
て

の
舞
台
は
、
子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
自
信
に

つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
発
表
の
前
後
に

は
七
夕
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
楽
し
み
、
キ
ャ

ン
パ
ス
と
の
関
わ
り
が
深
ま
っ
た
こ
と
も

収
穫
の
一
つ
で
し
た
。
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学
習
習
慣
の
形
成
を
目
指
し
た
授
業
を
展
開
。

知
識
・
情
報
を
吸
収
し
、

自
分
の
考
え
を
発
信
す
る
。

　

人
間
科
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
で
は
、大
学
生
に
必
要
な
学
び
の
技

法
と
姿
勢
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
、

1
年
次
必
修
の
プ
レ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
科
目

に
お
い
て
、学
習
習
慣
の
形
成
を
目
指
し

た
授
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。こ
の
日
の

授
業
で
は
、前
回
出
さ
れ
た「
大
学
の
定

期
試
験
は
な
ぜ
論
述
式
が
多
い
か
」「
前

期
試
験
の
問
題
を
予
想
す
る
」
と
い
う

二
つ
の
課
題
に
つ
い
て
、各
自
が
調
べ
、考

え
て
き
た
内
容
を
4
〜
5
人
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
検
討
。グ
ル
ー
プ
を
代

表
す
る
意
見
と
し
て
ま
と
め
、発
表
す

る
と
い
う
流
れ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
毎
週
図
書
や
新
聞
記
事
の

要
約
な
ど
を
課
し
て
い
ま
す
。授
業
時

間
外
に
も
課
題
と
向
き
合
い
、そ
れ
を
も

と
に
議
論
や
発
表
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

学
生
た
ち
は
知
識
・
情
報
を
吸
収
す
る
だ

け
で
は
な
く
、自
分
な
り
の
意
見
や
考
え

を
発
信
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
学
び
の
技
法
を
身
に
付
け
る

こ
と
は
、大
学
で
の
学
習
の
成
果
を
高
め

る
だ
け
で
な
く
、将
来
社
会
で
生
き
る
力

を
養
う
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

議
論
、発
表
、課
題
を
通
し
て
、大
学
生
と
し
て
の
学
び
の
技
法
と
姿
勢
を
身
に
付
け
る
。

大  学
U N I V E R S I T Y

学びのT O P I C

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
学
生

の
学
び
に
対
す
る
姿
勢
に
は
、
一
定

の
効
果
が
表
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

ま
す
。

社
会
に
不
可
欠
な「
考
え
る
力
」

を
育
て
る
た
め
に
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
は
こ

の
授
業
以
外
に
も
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の

機
会
が
多
く
、常
に
考
え
、自
分
と
他

者
の
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
は
こ
れ
か
ら
社
会
で
生
き
る

た
め
に
不
可
欠
な
「
考
え
る
力
」
を
育

て
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
例
え
ば

常
識
を
当
た
り
前
の
も
の
と
し
て
受

け
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、常
に
「
な
ぜ

だ
ろ
う
？
」
と
考
え
て
み
る
こ
と
で

す
。
社
会
で
は
常
に
学
び
続
け
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の

基
礎
体
力
と
な
る
の
が
学
習
の
習
慣

な
の
で
す
。　

　

2
年
次
以
降
の
よ
り
専
門
的
な
科
目

に
お
い
て
、教
員
と
学
生
が
共
同
で
授
業

を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
も
、今
後
も
導

入
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

学
習
習
慣
の
形
成
に
は

導
入
教
育
が
重
要
。

　

プ
レ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
科
目
の
目
標
の

一
つ
が
授
業
時
間
外
の
学
習
を
習
慣

づ
け
る
こ
と
で
す
。
毎
週
の
課
題

は
、
自
ら
工
夫
し
て
勉
強
す
る
経
験

が
乏
し
い
学
生
に
対
し
、
常
に
課
題

に
取
り
組
む
姿
勢
、
さ
ら
に
は
自
ら

計
画
を
立
て
て
学
ぶ
姿
勢
を
身
に
付

け
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
大
学
1
年
次
に
行
う
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

授
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
試
行
錯

誤
し
て
き
ま
し
た
が
、
教
務
委
員
を
中

心
に
教
員
が
毎
週
打
ち
合
わ
せ
を
し
て

問
題
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
修
正

を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
学
生
の
成
績
や

学
習
の
進
捗
状
況
も
教
員
相
互
で
把
握

し
て
い
る
た
め
、
個
別
に
フ
ォ
ロ
ー
が

必
要
な
場
合
も
見
逃
す
こ
と
は
少
な
く

人間科学部
コミュニケーション学科

准教授  石川 勝博　

坂井教授のホームページには、ゼミの学生
が制作した学習コンテンツがアップされて
います。コンテンツの利用規約や柴犬のキ
ャラクターも学生の作。特に利用規約は非
常に完成度が高いものとなっています。
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教
育
支
援
と
し
て
の
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
注
目
。

方
向
性
を
生
か
し
て
個
別
の
質
問
に
も

す
ば
や
く
対
応
で
き
、
学
生
は
す
ぐ
に

疑
問
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
講
義
の

補
助
教
材
と
し
て
有
効
に
活
用
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

資
格
取
得
や
就
職
活
動

な
ど
の
支
援
に
も
有
効
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
学
科
は
、地
域
の

学
習
・
文
化
的
資
源
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
担

う
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
」の
養
成

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。地
域
社
会

に
お
い
て
、生
涯
学
習
支
援
コ
ン
テ
ン
ツ

な
ど
の
情
報
技
術
に
強
い
学
生
を
育
て

る
た
め
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
活
用
し
た
教
育
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
こ
の
ほ
か
資
格
取

得
や
就
職
活
動
の
支
援
、入
学
前
教
育

な
ど
正
課
授
業
以
外
の
学
習
サ
ポ
ー
ト

に
も
有
効
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。今
後

は
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
学

習
効
果
を
高
め
た
い
と
い
う
教
員
の

ニ
ー
ズ
を
集
め
、科
目
の
特
性
に
応
じ
た

仕
組
み
を
開
発
し
な
が
ら
、実
績
を
積

ん
で
、完
成
度
の
高
い
大
学
公
式
の
シ
ス

テ
ム
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

講
義
の
補
助
教
材
と
し
て
の

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
授
業

を
受
け
た
り
、
課
題
や
レ
ポ
ー
ト
を

提
出
す
る
な
ど
、
学
習
を
支
援
す
る

仕
組
み
が
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
私

は
こ
の
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
注
目
し
、

数
年
前
か
ら
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
現
在
は
、
学
科
の
講
義
の
一
部

を
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
化
し
、
試
験
運
用

し
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
は
学
科
全

体
で
、
さ
ら
に
は
大
学
全
体
で
広
く

活
用
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

　

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ

は
授
業
時
間
外
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
に
あ

り
ま
す
。
予
習
復
習
な
ど
の
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
の
理
解

度
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
ア
ク
セ
ス

し
た
履
歴
に
よ
っ
て
学
習
の
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
双

い
つ
で
も
、ど
こ
か
ら
で
も
学
習
環
境
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
。

教
育
サ
ー
ビ
ス
を
広
く
提
供
す
る

可
能
性
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

病
院
、
少
年
院
や
高
齢
者
福
祉
施
設

の
入
所
者
や
不
登
校
児
な
ど
、
教
育

サ
ー
ビ
ス
が
届
き
に
く
い
人
々
に
学
習

の
機
会
を
提
供
す
る
仕
組
み
と
し
て
、

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
は
大
き
な
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
欠
か
せ
な
い
の

が
、
著
作
権
や
個
人
情
報
保
護
の
理
解

と
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
管
理
し
活
用
す
る

能
力
で
す
。
今
回
、
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ

ン
テ
ン
ツ
と
し
て
動
画
を
制
作
し
た

「
著
作
権
と
情
報
倫
理
」
の
授
業
は
、

ま
さ
に
こ
う
し
た
視
点
を
学
ぶ
も
の
で

す
。
専
門
で
あ
る
博
物
館
学
に
お
い
て

も
、
世
界
中
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
か
ら
授

業
を
行
う
な
ど
、
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ

っ
て
新
し
い
講
義
ス
タ
イ
ル
が
実
現
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

コミュニティ振興学部
コミュニティ文化学科　

准教授  塩 雅之　

コミュニティ振興学部
コミュニティ文化学科　

教授  坂井 知志　



13

子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
活
動
の
実
態
は
？

国
際
比
較
研
究
は
未
開
拓
の
分
野
で
し
た
。

　

児
童
が
放
課
後
に
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
、芸
術
な
ど
に
親

し
む
と
と
も
に
、児
童
の
居
場
所
の
確
保
に
も
つ
な
が
る

「
放
課
後
活
動
支
援
」は
、欧
米
先
進
国
、韓
国
、日
本
な
ど

で
、教
育
政
策
の
一
環
と
し
て
組
織
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、日
本
で
は
平
成
18
年
の
教
育
基
本
法
改
正
に

お
い
て
、学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
教
育
の
推
進

が
う
た
わ
れ
、放
課
後
活
動
支
援
の
仕
組
み
作
り
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、こ
う
し
た
放
課
後
活
動
支
援
の
実
態
と
効
果

に
関
す
る
研
究
は
、日
本
は
も
と
よ
り
海
外
に
お
い
て
も

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ

で
、諸
外
国
が
実
施
す
る
放
課
後
活
動
支
援
の
実
態
を
国

際
的
に
比
較
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、共
通
の
問
題
点
や

課
題
を
明
ら
か
に
し
、さ
ら
に
は
こ
う
し
た
取
り
組
み
が

子
ど
も
や
保
護
者
、地
域
の
大
人
、学
校
や
教
員
に
ど
の
よ

う
な
効
果
を
も
た
ら
す
の
か

を
解
明
す
る
た
め
に
、イ
ギ

リ
ス
、フ
ラ
ン
ス
、ド
イ
ツ
、

韓
国
、日
本
の
国
際
比
較
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
か
ら
見
え
て
き
た
こ

と
は
、対
象
と
な
っ
た
国
々

の
活
動
の
充
実
ぶ
り
で
す
。

放
課
後
活
動
の
充
実
が
子
ど
も
た
ち
の

生
き
る
力
を
育
て
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、日
本
で
は
放
課
後
活
動
支
援
の
実
施
率
は
50
％
に
も

届
か
ず
、学
校
と
地
域
と
の
連
携
の
難
し
さ
を
表
し
て
い
ま

す
。し
か
し
、あ
る
県
の
調
査
で
は
、地
域
の
人
々
や
保
護
者

と
活
発
に
連
携
し
て
い
る
学
校
は
、教
員
の
職
務
へ
の
意
欲
が

高
く
、負
担
感
は
軽
減
す
る
と
い
う
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
同
時
に
児
童
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
行
い
ま

し
た
が
、欧
米
や
韓
国
に
比
べ
、日
本
の
児
童
の
自
尊
感
情
の

低
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。放
課
後
活
動
で
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
し
、大
人
や
地
域
の
人
と
交
流
す
る
こ
と
は
、自
尊

感
情
が
高
く
、学
ぶ
こ
と
に
意
欲
的
な
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と

に
つ
な
が
る
と
い
う
仮
説
の
も
と
、現
在
は
分
析
を
進
め
、学

会
で
の
発
表
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
を
予
定
し
て
い
ま

す
。放
課
後
活
動
と
子
ど
も
の
意
欲
の
関
係
を
明
示
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、各
地
の
放
課
後
活
動
が
盛
ん
に
な
り
、生
き
る
力

を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

■ 研究テーマ

常
磐
大
学 

人
間
科
学
部

教
授　

金
藤 

ふ
ゆ
子

世
界
の
子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
の
活
動
は
？

放
課
後
活
動
の
国
際
比
較
を
通
じ
て
、子
ど
も
た
ち
の
元
気
を
育
て
る
環
境
を
考
え
る
。

初等教育段階の児童を対象とする放課後活動支援のあり方に関する国際比較研究
【平成22年度～24年度日本学術振興会・科学研究費補助金 基盤研究（B）に採択】

日本における放課後活動支援には地域で子どもたちを育てるという意識が大切です。子どもたちにさまざまな体験や学習の機会を提供
することは、大人たちの生きがいでもあり、地域の活性化にもつながると考えています。

研 究 
紹 介

韓国では小学校の99.9%で放課後活動
が行われており、参加児童数は約6割。基
本は有償ですが、民間の塾やクラブよりず
っと廉価に利用できるほか、低所得者層
の児童には無料で受講できる制度もあり
ます。

イギリスでは99％の学校が放課後活動
を支援。一人ひとりの子どもに合ったプロ
グラムを自由に選ぶことができます。
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① ケトスの知恵 
―イルカとクジラのサイエンス

② 中原 史生
コミュニティ振興学部　教授

③ 村山司、森阪匡通 編 

④ 2012年2月

⑤ 東海大学出版会　

『イルカ・クジラ学』（2003年）の
続編です。生理、進化、行動の分
野における最新の研究を紹介し
ています。中原は「イルカの社会
とコミュニケーション」を執筆。

① 博物館学Ⅰ　
博物館概論＊博物館資料論
新博物館学教科書

② 水嶋 英治
コミュニティ振興学部　教授

③ 大堀哲、水嶋英治 編著 

④ 2012年4月

⑤ 学文社

2012年4月から学芸員養成課
程のカリキュラムが改定され、そ
の対応として新しい教科書が必
要とされていました。この度、水
嶋が編著者として関わった『博物
館学』全4巻が出版されました。

① ベーシック司書講座・
図書館の基礎と展望 3
情報資源組織論 

② 名城　邦孝
短期大学　助教

③ 二村健 監修
榎本裕希子、石井大輔、名城邦孝 著

④ 2012年3月

⑤ 学文社

司書課程科目、『情報資源組織
論』に対応した教科書で、印刷資
料から電子資料やネットワーク情
報資源まで含む図書館情報資源
の組織化の理論と技術について
解説しています。

① 福島原発事故
独立検証委員会
調査・検証報告書 

② 砂金 祐年 
コミュニティ振興学部　准教授

③ 福島原発事故独立検証委員会

④ 2012年3月

⑤ ディスカヴァー・トゥエンティワン

福島第一原発事故について、政府
や国家による事故調査委員会とは
別に、民間出身の研究者や弁護士
などで構成された独立検証委員会
（民間事故調）によって行われた調
査の報告書です。　　

① 人類の道しるべとしての
国際法
―平和、自由、繁栄をめざして

② 渡部 茂己
国際学部　教授

③ 秋月弘子、中谷和弘、西海真樹 編 

④ 2011年10月

⑤ 国際書院

横田洋三先生古稀記念論文集
で、巻頭は、渡部著「グローバル・
ガバナンスにおける統治機関とし
ての国連―地球共同体の立法機
能、行政機能、司法機能を担う国
際機構システム」。

① 教科教育の理論と授業Ⅱ
理数編
新教職教育講座第6巻

② 鈴木 宏昭
人間科学部　助教

③ 大髙泉、清水美憲 編 

④ 2012年3月

⑤ 協同出版

2008年の学習指導要領改訂に
伴い、理数教育の充実が図られる
ことになりました。本書は、その
実現に向けたテキストです。鈴木
は「理科実験の安全教育」を担当
しました。 

① 実践につながる
教育心理学

② 大内 晶子
短期大学　助教

③ 櫻井茂男 監修、黒田祐二 編著

④ 2012年4月

⑤ 北樹出版

教員や保育士になることを目指
す人が、教育心理学の学びを実
践につなげられるよう工夫して
書かれた初学者用のテキストで
す。大内は「第1章 発達」を執筆
しました。

① 状況と活動の心理学
―コンセプト・方法・実践

② 石田 喜美
人間科学部　専任講師

③ 茂呂雄二、有元典文、青山征彦、
伊藤崇、香川秀太、岡部大介 編

④ 2012年5月

⑤ 新曜社

人間のこころの営みを、社会、
文化、歴史、状況のエコロジー
の中に見いだそうとする一連の
研究的営みを、精選されたキー
ワードを切り口として、多角的に
解説した一冊。

① 保育の道をめざす人への
アドバイス
―養成校での学び方から
就職活動まで 

② 紙透 雅子
短期大学　教授

③ 紙透雅子 編 

④ 2012年3月

⑤ みらい

保育士や幼稚園教諭として働く
ための準備を、学生としてどのよ
うに行っていけば良いのでしょう
か。本書はそのためのいくつかの
アドバイスを読者に提供します。

① 法学 
権利擁護と成年後見制度／
更生保護制度 （社会福祉学習双書）

② 藤本 哲也
被害者学研究科　教授

③「社会福祉学習双書」編集委員会編
④ 2012年3月

⑤ 全国社会福祉協議会

本書は、社会福祉士、介護福祉
士、精神保健福祉士の試験のた
めの基本書である。特に2012
年版では、第3部更生保護制度の
導入部分として刑事法（藤本担当
部分）が追加されました。

① 新版県史 第2版 8 
茨城県の歴史

② 糸賀 茂男
人間科学部　教授

③ 長谷川伸三、糸賀茂男、今井雅晴、
秋山髙志、佐々木寛司 編

④ 2011年12月

⑤ 山川出版社

本書は「県史」シリーズ（全４７
巻）の一書です。最新の研究成果
を踏まえたコンパクトな地域史で
す。茨城県各地域の真の歴史展
開から豊かな日本史を理解してく
ださい。

① Fandom Unbound: 
Otaku Culture 
in a Connected World

② 石田 喜美
人間科学部　専任講師

③ Mizuko Ito, Daisuke Okabe, 
Izumi Tsuji eds.

④ 2012年1月

⑤ Yale UNIVERSITY PRESS

グローバル化するオタク文化と
その文化的実践について網羅的
に解説した世界初の本。鉄道オタ
クからコスプレイヤー、腐女子ま
で幅広い事例研究の成果を収録
しています。

① 秘書概論 
―これからの企業秘書・国際秘
書へ向けて 

② 髙橋 眞知子
短期大学　教授

③ 髙橋眞知子、北垣日出子 編著

④ 2012年4月

⑤ 樹村房

外資系企業にかかわらず、グロ
ーバル化・情報化が急速に進展
する「今」、企業のサステイナビ
リティを目指す経営者が求める
秘書の能力と働く姿勢を学ぶ本
です。

① パーソナリティ心理学概論
―性格理解への扉

② 太幡 直也
人間科学部　助教

③ 鈴木公啓 編

④ 2012年4月

⑤ ナカニシヤ出版

本書では、パーソナリティ心理学
（性格心理学）に関する各領域を
紹介しています。太幡は社会心
理学の視点から、「パーソナリテ
ィと社会的認知」について解説し
ています。
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